
報道資料                       彦根市                               

                             Hikone City 

 

令和 3年 4月 9日 

  

『井伊家伝来古文書(近代文書)調査報告書』を製作しました。 
 

 

 

記 

 

１ 印刷物の名称 

 『井伊家伝来古文書(近代文書)調査報告書』 

 

２ 印刷物の体裁 

 【紙版】 

  Ａ４判 

  第 1巻：368頁、第 2巻：448頁、第 3巻：448頁 

 

 【CD-R 版】 

  紙版の報告書全頁の PDF データと目録部分の Excel データを保存 

 

３ 報告書の内容  ※別紙内容見本参照 

○調査概要・近代の井伊家概要・解題 (24頁) 

調査概要、近代の井伊家やその家政組織などについての簡単な解説、解題(目録に収録

している古文書について、分類ごとにどのようなものがあるか簡単に解説するもの)。 

○史料目録 (1,218頁) 

井伊家近代文書 18,306点を、主に内容面から分類して、古文書 1点ごとに名称、作成

者、宛名、年月日、形状などの情報を一覧にした目録。 

 

 

 このたび、彦根城博物館では、5年間かけて調査を進めてきた井伊家伝来古文書

(近代文書)18,306点の調査が完了し、その成果を収録した報告書を作成しました。 
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４ 井伊家伝来古文書(近代文書)とその調査について 

≪井伊家伝来古文書(近代文書)とは≫ 

 井伊家伝来古文書(近代文書)(以下、井伊家近代文書と略)は、旧彦根藩主である井伊

家に伝わった古文書のうち、近代に作成されたものです。 

 もともと、井伊家には、主に江戸時代から戦前までの古文書が大量に伝わっていまし

た。そのうち、江戸時代(正確には明治 4年以前)のものは昭和 53～57年と平成 7年に調

査が行われ、史料目録が作成されました。また、平成 8 年には、彦根藩井伊家文書とし

て、国の重要文化財に指定されました。井伊家近代文書は、この後に続く、明治 5 年以

降の、井伊家に伝わった古文書です。現在はすべて彦根城博物館で保管しています。 

 

≪井伊家近代文書の調査について≫ 

 今回の井伊家近代文書の調査は、平成 28年度から令和 2年度までの 5年間、文化庁の

国宝重要文化財等保存・活用事業費補助金の交付を受けて実施してきました。史料目録

を作成することにより、古文書の適切な保管と活用につなげることを目的としたもので、

大学教授や滋賀県内学芸員、日本史学を学ぶ大学生・大学院生などの方々にご協力いた

だいて、調査を進めてきました。今後、報告書に掲載した史料目録を手がかりに、研究

が進められていくことになります。 

 

≪井伊家近代文書から分かること≫ 

 井伊家近代文書には、井伊家で働いていた家職の業務日誌や、井伊家所蔵品の管理の

ための台帳、能に生涯打ち込んだ井伊家 15代直忠による能の所作などをメモした手控帳

などのほか、彦根城の管理に関する資料、井伊直弼の顕彰活動に関わってやりとりした

書類、井伊家も経営に関わった彦
ひこ

根
ね

製
せい

糸
し

場
ば

(明治期、現在の彦根市平田町に存在した製糸

工場)関係の書類が含まれており、近代の井伊家や彦根の歴史を知ることができます。 

 

５ 報告書の公開方法について 

 報告書は、主に県内外の図書館に寄贈しました。彦根市立図書館等でご覧いただけま

す。彦根城博物館学習コーナーにも配架しますが、同コーナーは現在コロナ対策のため

利用できません。 ※販売はありません。 

 

 

 

 

問い合わせ先 

 彦根城博物館 学芸史料課史料係 

 担当：蔭山、早川 

 TEL:0749-22-6100   FAX:0749-22-6520 
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第
二
巻

目
録千

松
館
文
書
２

（
ア
）
長
持
一
・
二

（
イ
）
長
持
三

（
ウ
）
長
持
四
・
五
（
四
三
九
六
ま
で
）

第
三
巻

目
録千

松
館
文
書
２
（
続
き
）

（
ウ
）
長
持
四
・
五
（
四
三
九
七
か
ら
）

（
エ
）
別
途
保
管
分

（
オ
）
写
真

例
言

一
、
本
書
は
、
国
庫
補
助
を
受
け
て
、
平
成
二
八
年
度
か
ら
令
和
二
年
度
に
か
け
て
実
施
し

た
「
井
伊
家
伝
来
古
文
書
（
近
代
文
書
）
史
料
調
査
事
業
」「
井
伊
家
伝
来
古
文
書
（
近

代
文
書
）
地
域
活
性
化
の
た
め
の
特
色
あ
る
文
化
財
調
査
・
活
用
事
業
」
の
調
査
成
果
を

報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
本
書
の
編
集
は
、
蔭
山
兼
治
、
早
川
駿
治
（
い
ず
れ
も
彦
根
城
博
物
館
学
芸
員
）
が
担

当
し
た
。
解
題
は
、
宇
佐
美
英
機
氏
、
高
久
嶺
之
介
氏
、
谷
川
穣
氏
（
い
ず
れ
も
本
調
査

の
主
任
調
査
員
）よ
り
原
稿
を
い
た
だ
い
た
ほ
か
、渡
辺
恒
一
（
彦
根
城
博
物
館
学
芸
員
）、

蔭
山
、
早
川
が
執
筆
し
た
。
ま
た
、
目
録
は
、
調
査
概
要
に
記
し
た
皆
様
の
協
力
を
得
て

作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

一
、
本
書
は
、
三
分
冊
の
冊
子
版
の
ほ
か
に
、
C
D
―
R
O
M
版
も
作
成
し
た
。

一
、
史
料
番
号
は
「
素
謡
会
誌
（
家
族
・
一
族
一
、
調
六
四
〇
四
）」
の
よ
う
に
、
分
類
項
目

名
と
そ
の
通
し
番
号
、
お
よ
び
調
査
番
号
で
表
記
し
た
。
た
だ
し
長
持
一
・
二
、
長
持
三
、

長
持
四
・
五
の
場
合
は
、「
繭
審
査
順
序
（
長
持
四
・
五
│
三
、
調
九
二
八
三
八
）」
の
よ
う

に
分
類
名
の
後
に
「
│
」（
ハ
イ
フ
ン
）
を
入
れ
た
。

一
、
参
考
文
献
の
発
行
者
・
出
版
年
に
つ
い
て
は
、
同
じ
文
献
が
複
数
箇
所
記
載
あ
る
場
合
、

二
回
目
以
降
は
省
略
し
た
。

－ 5 －



解
題

井
伊
家
伝
来
古
文
書
（
近
代
文
書
）
の
分
類
と
内
容
の
総
説

一

井
伊
家
伝
来
古
文
書
の
近
世
期
の
も
の
は
、
序
文
に
も
記
し
た
よ
う
に
、
廃
藩
置
県
が
実

施
さ
れ
た
年
次
を
区
切
り
と
し
て
調
査
報
告
書
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
平
成
六
年

（
一
九
九
四
）
に
井
伊
家
伝
来
資
料
が
彦
根
市
に
寄
贈
さ
れ
、
同
七
年
の
追
加
調
査
と
追
加

寄
贈
を
経
て
、
同
八
年
六
月
に
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
年
以
前
の
文
書
（
典
籍
を
含
む
）

が
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
平
成
六
年
時
に
も
調
査
・
整
理
を
捨
象
し
た
明
治
五
年
以
降
の
文
書
群
に
つ

い
て
も
、
引
き
続
き
調
査
・
整
理
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
っ
た
が
、
諸
般
の
事
情
で
早
急
に

進
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
平
成
二
一
年
に
松
原
屋
敷
（
お
浜
御
殿
）
に
も

古
文
書
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、
そ
れ
ら
の
文
書
と
合
わ
せ
て
改
め

て
近
現
代
期
の
古
文
書
を
調
査
・
整
理
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
今
回
整
理
を
実
施
し
た

井
伊
家
文
書
の
伝
来
の
経
緯
や
調
査
の
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
別
に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、

こ
こ
で
は
内
容
と
分
類
の
概
要
に
つ
い
て
述
べ
る
。

ま
ず
文
書
全
体
一
八
、三
〇
六
点
を
千
松
館
文
書
１
、千
松
館
文
書
２
、
と
二
部
に
別
っ

て
整
理
し
た
。
こ
れ
は
文
書
の
受
け
入
れ
の
経
緯
に
則
っ
た
も
の
で
、
千
松
館
文
書
１
は
、

平
成
六
年
・
七
年
に
寄
贈
さ
れ
た
分
で
あ
り
、
五
、二
二
八
点
の
文
書
か
ら
な
る
。
千
松
館

文
書
２
は
、
お
浜
御
殿
で
長
持
五
棹
に
納
め
ら
れ
た
状
態
で
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

一
三
、〇
七
八
点
の
文
書
で
あ
る
。
千
松
館
文
書
１
・
２
と
も
に
「
千
松
館
文
書
」
と
い
う
名

称
を
与
え
て
い
る
の
は
、
明
治
期
に
お
い
て
井
伊
家
の
彦
根
邸
は
琵
琶
湖
畔
の
松
原
村
に
所

在
し
た
屋
敷
（
お
浜
御
殿
）
で
あ
る
が
、
同
地
に
置
い
た
事
務
方
施
設
を
千
松
館
（
園
）
と

称
し
家
職
た
ち
が
文
書
を
取
り
扱
う
と
と
も
に
実
務
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
考
慮
し
た
か
ら

で
あ
る
。

二

次
に
文
書
の
分
類
方
法
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。
近
現
代
期
の
文
書
分
類
学
は
確
立
し
て

い
な
い
た
め
、
今
回
の
整
理
に
際
し
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
文
書
群
に
即
し
て
今
後
利
用
し
や
す

い
分
類
方
法
を
と
る
こ
と
に
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
文
書
の
性
質
や
機
能
等
に
注
目
し
て
分
類

す
る
こ
と
は
、
古
文
書
学
や
史
料
管
理
学
等
の
学
術
的
な
考
察
が
必
要
で
あ
り
、
い
ま
だ
斯

学
に
基
づ
く
方
法
は
確
立
し
て
い
な
い
こ
と
や
時
間
の
制
約
を
勘
案
す
る
と
利
用
分
類
を
選

択
す
る
方
が
有
意
義
だ
と
判
断
し
た
。

千
松
館
文
書
１
で
は
、
分
類
は
文
書
の
内
容
に
即
し
て
中
項
目
と
小
項
目
を
た
て
、
そ
の

項
目
に
編
集
す
る
に
相
応
し
い
も
の
を
纏
め
て
い
る
。
中
項
目
と
し
て
は
、「
家
族
・
一
族
」

「
華
族
」「
賞
典
禄
」「
地
域
貢
献
」「
彦
根
城
」「
顕
彰
・
歴
史
研
究
」「
寺
社
関
係
」「
日
記
」

「
来
彦
関
係
」「
所
蔵
品
管
理
」「
土
地
・
家
屋
」「
家
経
営
」「
家
政
」「
書
簡
」「
そ
の
他
」

の
一
五
項
目
に
分
類
し
、
さ
ら
に
中
項
目
の
下
に
三
九
項
目
の
小
項
目
を
た
て
て
整
理
し
て

い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
含
ま
れ
る
文
書
に
つ
い
て
は
内
容
の
概
要
を
簡
略
に
解
題
で
述

べ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
分
類
す
る
に
際
し
て
、
内
容
や
形
式
か
ら
判
断
す
る
と
複
数
の
中
・

小
項
目
に
収
録
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
れ
で
は
煩
瑣
な
作
業
と
な
る
た
め
、
あ
え
て
特

定
の
中
項
目
に
編
集
し
た
も
の
に
つ
い
て
の
み
説
明
し
て
お
く
。

「
家
族
・
一
族
」
に
関
わ
る
文
書
の
内
、
井
伊
家
の
人
々
が
差
出
・
受
取
人
と
な
っ
て
い

る
書
簡
に
つ
い
て
は
こ
こ
に
採
録
せ
ず
、「
書
簡
」
に
収
録
し
て
い
る
。

「
顕
彰
・
歴
史
研
究
」
に
関
わ
っ
て
は
、
井
伊
直
政
や
直
弼
ら
近
世
期
の
当
主
に
か
か
る

法
要
関
係
は
こ
こ
に
収
録
す
る
が
、
近
代
以
降
の
人
物
の
法
要
関
係
文
書
は
「
家
政
」
に
採

録
す
る
こ
と
に
し
た
。

「
所
蔵
品
管
理
」
に
関
連
す
る
文
書
の
内
、
能
楽
関
係
の
も
の
は
井
伊
直
忠
に
関
連
す
る

も
の
と
判
断
し
、「
家
族
・
一
族
」
に
採
録
し
た
。

「
顕
彰
・
歴
史
研
究
」
に
は
、
古
文
書
等
の
貸
借
に
関
す
る
も
の
も
含
め
る
こ
と
し
た
。

「
土
地
・
家
屋
」
に
関
わ
っ
て
は
彦
根
城
関
係
の
も
の
が
伝
来
す
る
が
、
そ
れ
ら
は
す
べ

て
「
彦
根
城
」
に
一
括
し
て
採
録
し
た
。
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